
 

2010年 7月 27日(火)～10月 3日(日)

開館時間■午前 9 時～午後 5 時 
休館日■毎週月曜・9/21(火)・9/23(木) 
観覧料■無料 

香川県立文書館 Kagawa prefectural archives 
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企画展示 

■鵜足郡造田村絵図  寛政 9 年(1797) 西村家文書



 

香川県立文書館では、県内各地の家々に伝わる近世

の古文書を収集保存しています。多くは村政を担う立

場にあったそれら諸家の文書からは、村々の歴史を読

み解くことができます。 

今回の企画展示では、文書館の収集資料から、鵜足
う た

郡造田
そ う だ

村（まんのう町造田）の西村家文書と阿野
あ や

郡南

川東村（同町川東）の稲毛家文書を紹介します。土器

川の上流、阿讃国境に近い山村の支配役を勤めた両家

文書からは、林野とともに生きた山村の人々の暮らし

を知ることができます。 

里山の存在が見直されつつある昨今、かつて山林か

ら人々が受けた恩恵は、現代の私たちが思うよりはる

かに大きく、生活と切り離せないものであったことを

古文書から明らかにします。 

林林野野ととととももにに生生ききるる  
西村家・稲毛家文書で知る山村のくらし

■川東中熊の集落 まんのう町教育委員会提供

■大羅岡入割富熊村東川津庄屋挨拶
相決規定書より済口迄一件留 
天保 2 年(1831)～10 年 

 西村家文書 

■紙方留(部分)
文政3年(1820)～天保6年(1835)

 西村家文書

■阿野郡南川東村絵図  
稲毛家文書 
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〒761-0301 高松市林町 2217 番地 19 
Tel:087-868-7171 
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■バス ＪＲ高松駅・ことでん瓦町駅からことでんバス 
(65)川島・フジグラン十川行き(レインボー・サンメッセ経由)→「県

立図書館・文書館前」下車→徒歩 2 分 
(61)川島・フジグラン十川行き(サンメッセ経由)または(63)西植田行

き(サンメッセ経由)→「サンメッセ香川」下車→西へ徒歩約 10 分 
■電車 ことでん太田駅下車、東へ約 2.7km、徒歩約 30 分 



 

 

香川県立文書館企画展示 

 

「林野とともに生きる ～西村家・稲毛家文書で知る山村のくらし～」 

  を開催します。 

 

 

１．開催期間  平成 22 年 7 月 27 日(火)～平成 22 年 10 月 3 日(日)   

休館日：毎週月曜日、9 月 21 日(火)、9 月 23 日(木) 

 

２．開館時間  9:00～17:00 

 

３．場所    香川県立文書館 1 階展示室(高松市林町 2217 番地 19 ) ※県立図書館と同じ建物です。 

 

４．観覧料   無料 

 

５．主催    香川県立文書館 

 

６．趣旨・内容   

文書館の収集資料から、鵜足
う た

郡造田
そ う だ

村（まんのう町造田）の西村家文書と阿野
あ や

郡南川東村（同町川東）

の稲毛
い な げ

家文書を紹介します。土器川の上流阿讃国境に近い山村の支配役を勤めた両家文書からは、林野と

ともに生きた山村の人々の暮らしを知ることができます。かつて山林から人々が受けた恩恵は、現代の私

たちが思うよりはるかに大きく、生活と切り離せないものであったことを古文書から明らかにします。 

西村家は、高松藩の御林を管理する御林守を勤め、代々の事蹟をまとめた「年来実録」などからは、手

入れに特別な知識と経験が必要な桧の御林作りに尽力したことが分かります。 

また、野山を巡る村同士の争いの経緯を伝える西村・稲毛両家の史料や災害の多かった造田村の人々の

救済策として始められた造田紙の歴史についても紹介します。 

 

７．主な展示史料（古文書約 30 点・写真パネル約 10 点） 

＊鵜足郡造田村絵図 寛政 9 年(1797) 西村家文書 ＊阿野郡南川東村絵図 稲毛家文書 

高松藩の林野政策により区分された御林・自分林・入会地の実態を示す絵図。 

＊柞野
くにぎの

・大羅岡
お お ら お か

引縺
もつれ

関係史料  西村家文書 

長期にわたって続いた、入会地をめぐる造田村と炭所西村の争論の経緯を伝える史料群。 

＊紙方留 文政 3 年(1820)～天保 6 年(1835) 西村家文書 

 西村家が元請となって興業した造田紙の歩みが記録された史料。 

 

香川県立文書館は、県立図書館と併設する形で平成 6 年 3 月 28 日に開館しました。歴史資料として重

要な公文書、古文書その他の記録を収集・保存し、県民の皆様に利用していただくとともに、これに関連

する調査研究を行っています。 

また、古文書等に親しんでいただくために、「古文書解読講座」や「古文書出前講座」、収集資料の企画

展示なども開催しています。 


